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議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “みなのまち議会だより”で検索してください。
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皆野小運

動会
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認
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災
害
等
廃
棄
物
処
理　

 

国
庫
補
助
金
の
使
い
道
は 

 

質
疑  

災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
国

庫
補
助
金
１
９
９
８
万
２
０
０
０
円
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
か
。

 

答
弁  

令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
る

金
沢
・
三
沢
地
内
の
倒
壊
家
屋
の
廃
棄

物
及
び
土
砂
撤
去
の
処
分
費
と
し
て
使

用
し
ま
し
た
。

町
民
税
等
の
収
入
未
済
額

増
加
の
要
因
は 

 
質
疑  

町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
収

入
未
済
額
が
前
年
よ
り
多
い
よ
う
で
す

が
、
内
容
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

収
入
未
済
額
は
町
税
で
は
前

年
よ
り
１
５
３
３
万
円
の
増
額
、
固
定

資
産
税
で
は
１
３
４
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
増
加
の
原
因
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
社
会
経
済

状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
、
事
業
収
入

に
減
少
が
あ
っ
た
場
合
に
１
年
間
の
徴

収
猶
予
の
特
例
制
度
が
あ
り
、
こ
の
影

響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
収
入
未
済
額

の
内
容
は 

 

質
疑  

町
営
住
宅
使
用
料
の
過
年
度
分

の
収
入
未
済
額
が
８
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
何
人
分
の
金
額
で
す
か
。

 

答
弁  

平
成
16
年
11
月
か
ら
平
成
28
年

８
月
分
の
４
人
の
家
賃
滞
納
で
、
そ
の
う

ち
３
人
は
現
在
も
入
居
し
て
い
ま
す
。

 

質
疑  

適
切
に
徴
収
す
る
よ
う
、
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

 

答
弁  

公
営
住
宅
法
に
基
づ
い
て
対
応

を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
訪
問
等
を
し
て
、
徴
収
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
5
7
3
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

3
6
0
3
万
円

2
5
4
６
万
円

2
7
4
5
万
円

2
7
8
1
万
円

2
3
7
0
万
円

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備

1
7
６
０
万
円

地方創生臨時交付金

給
食
費
無
償
化

子
育
て
応
援
給
付
金

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

行
政
区
公
会
堂
等
避
難
環
境
整
備

中
小
企
業
応
援
給
付
金

皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
町

長
提
出
議
案
12
件
（
認
定
４
件
、
議
案
６
件
、
承
認
１
件
、
同

意
１
件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和２年度 決算認定 歳入 80億3,972万円
歳出 76億8,638万円

一般
会計

新型コロナ感染症対策 地方創生臨時交付金

みなの応援パッケージ
（単独事業分3億4562万円）

9月
定例会

新型コロナ感染症対策 

地方創生臨時交付金

主な使い道
※
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
金
額
記
載
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令
和
３
年
11
月
１
日
発
行

令
和
2
年
度
決
算
認
定

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

４
名
が
登
壇　

一
般
質
問

 令和３年 第３回（９月）定例会

総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の

見
直
し
を 

 

質
疑  

総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
料
は
「
町

の
施
設
と
し
て
は
全
体
的
に
高
い
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
す
。
使
用
料
の
見
直
し
を

行
い
、
町
民
が
も
っ
と
安
い
料
金
で
公
民

館
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

使
用
料
は
使
用
の
対
価
と
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
他
の
町
内
施
設

と
の
権
衡
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
の　
　

 
有
効
活
用
を 

 

質
疑  

森
林
環
境
譲
与
税
は
令
和
２

年
度
基
金
と
し
て
約
５
８
７
万
円
が

積
み
立
て
ら
れ
、
基
金
残
高
は
約
７
６

８
万
円
で
す
。
毎
年
６
０
０
万
円
以
上

の
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
基
金

に
積
み
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
森
林
整

備
な
ど
有
効
活
用
す
る
た
め
に
計
画

を
立
て
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

 

答
弁  

今
年
度
は
近
隣
自
治
体
担
当
者

で
使
い
道
の
協
議
・

検
討
を
し
て
い
き
ま

す
。
来
年
度
に
は
具

体
的
な
活
用
を
示
せ

る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

令
和
３
年
度一般
会
計
補
正
予
算

ワ
ク
チ
ン
接
種
秩
父
方
式

の
成
果
は

 

質
疑  

秩
父
方
式
は
う
ま
く
い
っ
た
の
で

す
か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
３
回
目
の
話
が
出

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
接
種
は
反
省
点

を
活
か
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

答
弁  

初
め
て
の
こ
と
で
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
、
現
在
も
１
市
４
町
で
話
し

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
は
正
式
に
国
か
ら
通
知
が
き
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
ど
う
い
う
方
法
が
よ
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
改
修
工
事

の
追
加
は

 

質
疑  

ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
防
球

ネ
ッ
ト
改
修
工
事
３
１
３
万
３
０
０
０

円
の
追
加
補
正
は
支
柱
の
設
置
場
所
変

更
と
い
う
説
明
で
す
が
、
な
ぜ
変
更
す

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  
ラ
イ
ト
側
に
防
球
ネ
ッ
ト
を
立

て
る
工
事
で
す
が
、
現
地
立
ち
合
い
の

中
で
ネ
ッ
ト
の
支
柱
が
適
切
な
場
所
で

な
い
こ
と
が
判
明
し
、
よ
り
ス
タ
ジ
ア

ム
に
近
い
場
所
に
立
て
る
た
め
で
す
。

中
小
企
業
応
援
給
付
金

１
４
０
０
万
円
の
内
容
は 

 

質
疑  

補
正
予
算
２
号
で
は
１
０
０
０

万
円
の
中
小
企
業
応
援
給
付
金
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
増
額
補
正

の
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答
弁  

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
使
い
、「
令
和

３
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
を
、前
年
・

前
々
年
度
同
月
と

比
較
し
、
50
％
以

上
の
減
少
月
が
あ

る
」
と
い
う
条
件

を
拡
大
し
15
％
減

少
し
た
も
の
と
し

ま
す
。
な
お
給
付

金
は
10
万
円
で
す
。

打
ち
上
げ
花
火
の
目
的
は

 

質
疑  

花
火
打
ち
上
げ
委
託
料
１
０
６

万
９
０
０
０
円
の
打
ち
上
げ
花
火
の
目

的
と
ど
こ
に
委
託
す
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

 

答
弁  

委
託
は
根
岸
火
工
さ
ん
で
す
。

目
的
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
町
の
行
事
や
地
域
の
ま
つ
り
が

中
止
さ
れ
て
い
る
中
で
、
少
し
で
も
町
民

を
元
気
づ
け
た
い
と
い
う
発
想
で
す
。

決算の詳しい内容は
「広報みなの令和３年
11月号」をご覧ください

令和２年度歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 56億3,752万円 54億555万円 2億3,197万円

国 民 健 康 保
険 特 別 会 計

11億1,233万円 10億4,805万円 6,428万円

介 護 保 険
特 別 会 計

11億5,853万円 11億261万円 5,592万円

後期高齢者医
療 特 別 会 計

1億3,134万円 1億3,017万円 117万円

合 計 80億3,972万円 76億8,638万円 3億5,334万円

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。
　令和２年度末　基金現在高　２０億２，９９４万円
　令和２年度末　地方債残高　２９億９，２９２万円　



　サテライトオフィス整備事業について、担当課である産業観光課から、説明を受けました。

　皆野町内に設置される予定のサテライトオフィスは２カ所で、「旧水と緑のふれあい館（日野沢）」

と「二ノ宮製作所の2階（大渕）」を予定しています。

〇宿泊施設付サテライトオフィス（日野沢）

　「働Co‐Livingみなのsubako」（仮）

　（ハタラコリビングみなのすばこ）

〇工房系コワーキングスペース（大渕）

　「働Co‐FactaryみなのLABO」（仮）

　（ハタラコファクトリーみなのラボ）

  として稼働予定です。

全員協議会とは

町政全般に関わる事項や議会の運営

に関する事項などを協議するため、

全員で行う会議です。町から重要施

策の説明を受けたり、議員の意思統

一を図る場合など、必要に応じて開

催されています。

用 語 説 明用 語 説 明

産業建設常任委員会産業建設常任委員会 総務教育厚生常任委員会総務教育厚生常任委員会

議会終了後、常任委員会開催議会終了後、常任委員会開催

サテライトオフィスとは

・企業・団体の本拠から離れた所（衛

星＝サテライト）のように存在するオ

フィス。

・支店や支社より小規模なケースが多い。

・地方に設置される場合は、地方活性化、

従業員満足度向上、テレワーク推進な

どを目的にする場合が多い。

コワーキングスペースとは

・自由に着席場所を選んで仕事

をすることができます（一部

固定席有り）。

・仕事に必要な設備、機器を有

償・無償で利用できます。

・利用者間のコミュニティ形成

も可能です。

「新しい働き方」「新しい働き方」をを皆野町皆野町からから提案提案
特色を備えた施設を開設特色を備えた施設を開設

皆野町議会全員協議会皆野町議会全員協議会

旧水と緑のふれあい館旧水と緑のふれあい館★★

二ノ宮製作所二ノ宮製作所★★
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　行政視察についてはコロナ感染症拡大で、年内は無理と思われ

るため、年明けの状況を見て検討することにしました。

　また、道の駅みなの入口

交差点改修工事関連の質問

があり、後日質問概要（秩

父県土整備事務所からの回

答）を受け「天候不良のた

め工期を延長、10月中に

完成」を確認しました。

　昨年中止した教育施設の視察に

ついて、緊急事態宣言の解除等、

環境が整った場合に限り、12月定

例議会以降、現場の理解の上に実

施したいと考えています。

　宿泊を伴う視察は予定していま

せんが、議員の研修のため日帰り

で、県内の参考となる視察を実施

する予定です。工事が進む「道の駅みなの」入り口
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和
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ラ
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４
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一
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提出者：大澤径子議員

賛成者：小杉修一議員
　　　　 常山知子議員

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

地方財政を守るため、国に意見書を提出

議員発議議員発議

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・
社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている中で、地方財政は来年度においても巨
額の財源不足が避けられない、厳しい状況に直面しております。
　今後も、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していくために、地方交付税等の一般財
源総額の確保・充実を国に求める意見書を、昨年同様に提出させていただきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

意見書全文

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的
影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度においても巨額の
財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災
対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫
られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現され
るよう、強く要望する。

記
１.令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」に

おいて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、
急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄
せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２.固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わな
いこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資
産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、
期限の到来をもって確実に終了すること。

３.令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負
担調整措置については、令和３年度限りとすること。

４.令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長につい
て、更なる延長は断じて行わないこと。

５.炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分
すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和３年９月14日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県皆野町議会

提出先　衆議院議長 大島理森殿、参議院議長 山東昭子殿、内閣総理大臣 管　義偉殿、財務大臣 麻生太郎殿、
        総務大臣 武田良太殿、経済産業大臣 梶山弘志殿、内閣官房長官 加藤勝信殿、経済再生担当大臣 西村康稔殿

5

令
和
３
年
11
月
１
日
発
行

人 事  「教育は国家百年の大計」の言葉どおり、

長期的な視点に立った人材の育成が大

切だと思っています。そのために園・

学校・教育委員会・町もワンチームと

なって、皆野町を愛し、未来を支える

人づくりに全力を尽くす所存です。

令和3年　第3回定例会

教育長の任命に同意

新井孝彦 氏（再任）

 令和３年 第３回（９月）定例会
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第
39
号
（
令
和
３
年
９
月
定
例
会
）

町の考えを聞きました［ 一般質問 ］

町
の
豪
雨
・

    
避
難
対
策
は

小こ

杉す
ぎ 

修し
ゅ
う

一い
ち

質
問

豪
雨
に
よ
る
土
石
流
な
ど
の

大
災
害
が
全
国
各
地
で
起
き

て
い
ま
す
。
当
町
に
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
台
風
の
時

期
で
も
あ
り
、
対
策
は
ど
う
で
す
か
。

答
弁

皆
野
町
は
、
地
形
的
に
浸
水
の

危
険
箇
所
は
大
浜
地
区
・
大
渕

地
区
の
一
部
に
限
ら
れ
る
状
況
で
す
。

質
問

避
難
対
応
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

答
弁

８
月
28
日
に
皆
野
小
・
三
沢
小
・

長
生
荘
で
避
難
所
開
設
の
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
住

民
の
方
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
課
長
と
職
員
で
行
い
、
機
器
や

物
品
の
点
検
を
し
ま
し
た
。
実
際
に
は

各
地
区
の
集
会
所
等
が
避
難
所
に
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の

訓
練
を
参
考
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。

 

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
は 

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
受
付
が
８
月

に
な
り
停
止
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

希
望
す
る
方
が
困
っ
て
い
ま
す
。
待

ち
わ
び
て
い
る
人
た
ち
へ
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

答
弁

64
歳
以
下
に
対
象
を
広
げ
た

時
点
で
電
話
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予

約
枠
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
５
倍
に
増
や
し
て

対
応
し
ま
し
た
が
、
年
齢
を
大
幅
に
拡

大
し
た
た
め
、
そ
の
申
し
込
み
が
想
定

以
上
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

全
員
が
接
種
で
き
る
ま
で
時
間
を
要
し

ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

質
問

患
者
さ
ん
の
急
増
で
自
宅
療
養

を
や
む
な
く
さ
れ
る
場
合
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
血
中
酸
素
濃
度
計
の
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
準
備
し
、
貸

与
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
弁

自
宅
療
養
に
な
ら
れ
た
ら
、
県

か
ら
患
者
さ
ん
に
パ
ル
ス
オ
キ

シ
メ
ー
タ
ー
が
配
送
さ
れ
、
貸
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
、
そ
こ
に

夢
は
あ
る
の
か
い
？

林は
や
し　

　

豊ゆ
た
か

質
問

国
の
補
助
金
を
利
用
し
総
額

９
０
０
０
万
円
の
事
業
と
の
こ

と
で
す
が
、
概
要
と
効
果
は
。

答
弁

旧
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
と
民

間
工
場
に
３
０
０
０
万
円
ず
つ

か
け
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、
町
外
企
業
に
利
用
し

て
も
ら
う
事
業
で
す
。
額
は
大
き
い
が

町
負
担
は
少
な
い
。
新
し
い
人
た
ち

が
来
る
こ
と
で
、町
の
活
性
化
が
進
み
、

移
住
増
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

要
望　

ど
れ
だ
け
利
用
が
あ
る
か
不

透
明
。
焦
る
こ
と
な
く
、
じ
っ
く
り

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

 
掲
示
室
の
周
知
改
善
を 

質
問

万
引
き
防
止
の
た
め
、
道
の
駅

の
掲
示
室
と
直
売
所
の
間
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
ふ
さ
が
れ
て
い
ま
す
。

掲
示
室
は
近
隣
の
情
報
発
信
等
で
道

の
駅
の
根
幹
を
な
す
の
で
、
善
処
を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
。

答
弁

指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
ち

ち
ぶ
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、「
直
売
所
の
拡
張
は
狭
く
な
っ
た

売
り
場
を
広
げ
、
買
い
物
客
の
動
線

を
入
口
か
ら
レ
ジ
へ
と
一
本
化
す
る
こ

と
に
あ
り
、
広
く
な
っ
た
店
舗
に
評
判

は
上
々
で
あ
る
。
掲
示
室
に
関
す
る
苦

情
は
全
く
な
い
」
と
の
こ
と
で
、
改
善

の
申
し
入
れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

要
望　

掲
示
室
も
道
の
駅
の
設
置
要

件
。
そ
こ
が
分
か
り
に
く
い
の
は
非
常

に
問
題
で
は
な
い
か
。
直
売
所
が
繁
盛

す
る
こ
と
は
誠
に
結
構
だ
が
、
肝
心
な

施
設
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
案
内
看

板
等
を
設
け
照
明
を
つ
け
る
だ
け
で
十

分
対
応
で
き
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
対

処
を
し
、
改
善
す
る
よ
う
に
指
示
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

後
日
、
副
駅
長
を
訪
ね
、
歓
談
し
た
。

そ
の
時
に
は
掲
示
室
の
入
り
口
付
近
に

は
立
て
看
板
が
あ
っ
た
。
早
速
の
対
応
、

さ
す
が
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
店
頭
に

案
内
看
板
も
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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令
和
３
年
11
月
１
日
発
行

令
和
2
年
度
決
算
認
定

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

4
名
が
登
壇　

一
般
質
問

 令和３年 第３回（９月）定例会

内う
ち
か
い海 

勝か

つ

お男

質
問

①
一
昨
年
10
月
の
台
風
に
よ
っ

て
、
町
内
で
も
土
砂
崩
れ
や

河
川
の
洪
水
等
々
「
家
屋
の
全
壊
・

半
壊
・
床
下
浸
水
」
な
ど
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
復
旧
等
、

特
に
野
巻
地
内
の
「
土
砂
崩
落
」
箇

所
の
復
旧
は
ど
の
よ
う
な
動
き
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。
②
今
年
７
月
に

発
生
し
た
熱
海
市
の
「
盛
り
土
」
が

原
因
と
さ
れ
る
大
規
模
土
石
流
災
害
。

こ
れ
を
受
け
全
国
で
「
盛
り
土
」
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
野
町

の「
盛
り
土
」調
査
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
③
土
石
流
危
険
渓
流

な
ど
の
「
流
木
撤
去
」
に
つ
い
て
、

以
前
「
シ
ル
バ
ー
に
お
願
い
す
る
な

ど
検
討
し
た
い
」
と
の
答
弁
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

④
近
年
、平
た
ん
地
で
の
「
内
水
氾
濫
」

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県

所
管
の
砂
防
指
定
河
川
で
あ
る
上
大

浜
区
内
の
「
か
や
き
沢
」
の
堆
積
土

砂
撤
去
は
ど
の
よ
う
な
動
き
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
弁

①
野
巻
区
笹
原
地
内
の
「
法

面
崩
落
」
は
、
再
度
状
況
を

確
認
検
討
し
、
早
期
の
工
事
着
手
に

向
け
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
②

国
か
ら
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

以
降
の
「
盛
り
土
」
把
握
の
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
の

林
地
開
発
許
可
地
、
町
の
開
発
許
可

地
、
盛
り
土
箇
所
等
、
町
内
７
カ
所

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
国
へ
の

報
告
箇
所
は
１
カ
所
で
す
が
、
今
回

の
調
査
箇
所
は
今
後
も
注
視
し
て
い

き
ま
す
。
③
土
石
流
危
険
渓
流
の
危

険
流
木
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
所
管

す
る
県
と
も
協
議
す
る
と
共
に
、
町

と
し
て
近
隣
住
民
へ
の
危
険
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合
は
所
有
者
に
撤
去
を

求
め
ま
す
が
、
不
可
能
の
場
合
、
町

の
予
算
で
撤
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
④
上
大
浜
区
の
「
か
や
き
沢
」

の
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、
業
者
に
発

注
済
み
と
の
こ
と
で
す
。

高
齢
者
へ
の
補
聴
器

購
入
費
助
成
を

常つ
ね
や
ま山 

知と

も

こ子

質
問

高
齢
に
な
り
、
人
の
話
が
よ

く
聞
き
取
れ
な
く
て
何
度
も

聞
き
直
し
て
し
ま
う
な
ど
高
齢
者
の

「
聞
こ
え
」
に
つ
い
て
苦
労
し
て
い
る

と
い
う
話
の
中
で
、「
補
聴
器
を
付
け

た
い
が
高
額
で
購
入
す
る
の
が
大
変
」

と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
購
入
費
の

助
成
を
求
め
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答
弁

県
内
で
助
成
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
は
一
つ
で
助
成
額
は
２

万
円
で
す
。
町
と
し
て
独
自
の
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

厚
生
労
働
省
が
出
し
て
い
る

「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
」（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）に
よ
れ
ば
、

認
知
症
に
な
る
原
因
の
一
つ
に
難
聴
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
難
聴
に
な
る

と
人
と
の
会
話
が
う
ま
く
で
き
ず
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
そ
れ

が
認
知
症
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。

認
知
症
対
策
と
し
て
補
聴
器
購
入
の

助
成
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

全
国
で
も
住
民
の
要
望
に
応
え
て
助

成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、

ぜ
ひ
町
民
の
要
望
に
応
え
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁

認
知
症
予
防
を
含
め
、
町
と

し
て
難
聴
者
が
参
加
し
や
す

い
健
康
体
操
な
ど
の
取
組
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て 

質
問

町
民
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

し
た
場
合
、
国
庫
補
助
を
使

い
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
自
己

負
担
が
１
万
３
０
０
０
円
で
す
。
希

望
す
る
町
民
等
に
は
も
っ
と
安
い
費

用
で
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
弁

市
販
の
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
を

配
付
す
る
よ
り
医
療
機
関
で

精
度
の
良
い
検
査
を
す
る
ほ
う
が
よ

い
と
考
え
ま
す
。
感
染
拡
大
の
状
況

に
よ
り
検
査
内
容
な
ど
の
見
直
し
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

安
全
を
守
る
事
前
の

防
災
対
策
を
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「もう少し…」
お祭りやイベントの賑
わいも、運動会やスポーツの歓声も聞こ
えぬ日 が々続いています。コロナの不安
は拭えませんが、マスク・手洗いはイン
フルエンザの予防にも効果がありました。
もう少し、頑張ってみましょう。
　　　　　　　　　　　　（大澤径子）

委 員 長 常山知子 　

副委員長 新井達男
委　　員 大澤径子
　　    宮前　司
　　    小杉修一
　　　　林　太平 皆 野 町 議 会

次の定例会は
12月上旬頃の予定です

議会だよりへのご意見をお寄せください

gikai@town.minano.saitama.jp

Fax 0494-62-2791
（議会事務局宛）

　

同
意

発

議

要

望

令和３年第３回定例会（9／13・14）で

審議された議案と議員の賛否
結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

大
澤
金
作

新
井
達
男

林　
　

豊

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

若
林
光
雄

令和２年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和２年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和３年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて（皆野町国民健
康保険税条例等の一部を改正する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書の採択について

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町

長

提

出

議

案

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

於：秩父クリーンセンター

諸報告として

①令和３年度第2回定例会管理者提出議案の概要について

②水道広域化基本構想、基本計画及び経営戦略の時点

修正について

議会運営について

①議会改革調査研究特別委員会の中間報告

②一般質問の説明
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月
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［報告］秩父広域市町村圏組合議会
管理者提出議案は３件で、

①令和２年度秩父広域市町村圏組合水道事業利益の

処分及び決算の認定について

②令和３年度秩父広域市町村圏組合の水道事業会計

補正予算（第1回）

③財産取得について

  （ポンプ自動車購入（秩父消防署東分署配備分）

　 （四方田実議員） 

79（金）

全員協議会 716（金）

第２回定例会於：秩父市議会 議場


